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▽
５
月　

日　

開
会
、
会
期
決
定
、
会

３１

議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上
程
・
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・

討
論
・
採
決
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、
請
願
及
び

陳
情
上
程
・
委
員
会
付
託
、報
告
上
程
・

質
疑

▽
６
月
７
日　

一
般
質
問

▽
６
月　

日　

一
般
質
問

１０

▽
６
月　

日　

一
般
質
問

１１

▽
６
月　

日　

委
員
会
審
査
報
告
･
質

２５

疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続
審
査
案
件
上

程
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
報

告
上
程
・
質
疑
、議
員
提
出
議
案
上
程
・

（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
討
論
、総
括
質
疑
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る
質
疑

２６

３２

（
５
月　

日
）

３１

　

沖
永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

松
橋
淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）、
守
谷
浩
一

（
日
本
共
産
党
）

議
案
第　

号
〜
第　

号
に
対
す
る
討
論

２６

３２

（
５
月　

日
）

３１

　

沖
永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

伊
藤
多
華
（
公
明
党
）、
守
谷
浩
一（
日

本
共
産
党
）

総
括
質
疑
（
５
月　

日
）

３１

　

内
藤
幸
男（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、
加

藤
学
（
公
明
党
）、
守
谷
浩
一（
日
本
共

産
党
）、
松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
明
進
会
）、

安
海
の
ぞ
み（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

報
告
第
４
号
に
対
す
る
質
疑

（
５
月　

日
）

３１

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

討
論
（
６
月　

日
）

２５

　

加
藤
陽
子（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

松
橋
淳
郎（
ざ
ま
明
進
会
）、
安
海
の
ぞ

み（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
熊
切
和

人（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、
沖
永
明
久（
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
）、
加
藤
学（
公
明

党
）、
星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）

報
告
第
５
号
に
対
す
る
質
疑

（
６
月　

日
）

２５

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ

ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
の

自
動
化
を
表
し
て
い
ま
す
。
総
務

省
が
所
管
す
る
自
治
体
戦
略
２
０

４
０
構
想
研
究
会
に
よ
れ
ば
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
を
利
用
し

従
来
の
半
分
の
職
員
で
も
自
治
体

と
し
て
本
来
担
う
べ
き
機
能
を
発

揮
で
き
る
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の

転
換
が
必
要
だ
と
し
て
い
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
働

き
手
不
足
、
本
市
に
お
け
る
職
員

数
の
推
計
、
時
間
外
勤
務
の
慢
性

化
、
国
の
方
針
や
他
市
の
Ｒ
Ｐ
Ａ

導
入
事
例
な
ど
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
す
る
な
ど
し
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
を

視
野
に
入
れ
た
業
務
の
効
率
化
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
当

局
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

現
在
、
本
市

で
は
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
関
す
る
取
り

組
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
導
入
は
業
務
の
効
率
化
に
資

す
る
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
な

じ
む
業
務
と
な
じ
ま
な
い
業
務
が

あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
他
市
の

取
り
組
み
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
保
育
所

の
入
所
選
考
業
務
は
、
本
市
の
実

態
や
他
市
に
よ
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
事

例
か
ら
検
討
に
値
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
事
業
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
し
、

積
極
的
な
財
源
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

教
育
行
政
の
目
的
は
、
憲
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
「
教
育
を
受
け

る
権
利
」「
教
育
の
機
会
均
等
」
の

実
現
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

憲
法
第　

条
で
は
、
す
べ
て
の
国

２６

民
は
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る

権
利
を
有
す
る
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
ひ
と
し
く
」
を
具
体
的
に
示

し
て
い
る
の
が
、
教
育
基
本
法
第

４
条
の
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
、
経
済
的
地
位
又
は
門

地
に
よ
っ
て
、
教
育
上
差
別
さ
れ

な
い
。
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
社
会

教
育
に
お
い
て
も
、
こ
の
学
習
権

を
保
障
す
る
こ
と
が
教
育
行
政
の

最
大
の
目
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、

教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
な
教
育
機
会
を
提

供
し
て
い
る
民
間
団
体
（
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
経
済
的
困
窮
世
帯
の

児
童
生
徒
に
対
す
る
学
習
支
援
活

動
等
々
）
の
活
動
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

教
育
行
政
の
目
的
に

つ
い
て
、
教
育
基
本
法
に
は
、
国

は
全
国
的
な
教
育
の
機
会
均
等
と

教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
。

地
方
公
共
団
体
は
そ
の
地
域
に
お

け
る
教
育
の
振
興
を
図
る
と
あ
り

ま
す
。
国
、
県
と
の
役
割
分
担
と

相
互
協
力
に
よ
り
、
公
正
か
つ
適

正
に
行
う
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
、
民
間
団
体
に
通
っ
て
い
る
児

童
生
徒
も
お
り
、
教
育
を
受
け
る

機
会
の
提
供
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
戦
争
で
自
衛
隊
の
撤
退

を
求
め
る
武
装
集
団
に
拘
束
さ
れ
、

事
件
後
も
中
東
支
援
活
動
を
続
け

る
高
遠
菜
穂
子
さ
ん
は
、
武
器
の

輸
出
緩
和
や
安
保
法
制
に
よ
り
、

日
本
は
す
っ
か
り
普
通
の
国
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
変
化
に
も

高
遠
氏
の
指
摘
が
通
底
す
る
と
考

え
ま
す
。
旧
Ｃ
Ｒ
Ｆ
庁
舎
内
を
米

軍
と
自
衛
隊
が
共
同
使
用
す
る
米

陸
軍
第
一
軍
団
前
方
司
令
部
と
米

海
兵
隊
連
絡
室
の
実
態
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
米
両
国

で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
軍
事

一
体
化
と
役
割
分
担
か
ら
、
こ
れ

ら
の
組
織
が
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
置

か
れ
る
こ
と
の
意
味
が
推
測
で
き

ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
は
日
米
同

盟
の
要
と
い
う
市
長
の
見
解
と
日

米
同
盟
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
強
固

に
な
っ
た
と
す
る
首
相
の
発
言
か

ら
、
キ
ャ
ン
プ
座
間
の
基
地
機
能

は
強
化
さ
れ
て
い
る
と
の
結
論
に

至
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
改
め
て

市
長
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

市
長　

平
和
憲
法
の
も
と
で
は
、

外
国
に
対
し
て
戦
争
で
解
決
す
る

と
い
っ
た
手
段
は
一
切
用
い
な
い

わ
け
で
あ
り
、
最
低
限
の
備
え
を

持
つ
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
範
囲
で
行
わ

れ
て
い
る
の
が
、
国
の
安
全
保
障

の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ

た
中
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
地

機
能
強
化
と
か
弱
体
化
と
い
っ
た

こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
自
体
が
ナ

ン
セ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
商
店
街
活
性
化
条
例

は
、
個
店
、
チ
ェ
ー
ン
店
、
大
型

店
ほ
か
、
大
小
関
係
な
く
商
店
街

で
事
業
を
営
む
事
業
者
が
共
存
共

栄
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
趣
旨
で

す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
商
業
振

興
を
行
っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
が
増

加
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が
失
わ

れ
て
い
く
現
状
を
ど
う
受
け
と
め

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。そ
し
て
、

空
き
店
舗
を
活
用
す
る
事
業
者
の

た
め
の
補
助
事
業
が
活
用
さ
れ
て

い
な
い
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

商
業
振
興
に

お
い
て
、
商
店
会
へ
の
加
入
促
進

は
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
加
入
は
個
々
の
考
え
方
に
よ

る
も
の
で
強
制
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

商
業
活
性
化
に
向
け
、
加
入
勧
奨

に
努
め
る
商
店
会
に
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
で
は
、

老
舗
店
舗
に
お
い
て
自
宅
を
兼
ね

た
事
業
所
が
多
く
、
次
の
活
用
に

向
け
た
改
修
ま
で
至
ら
な
い
こ
と

や
、
業
種
に
よ
っ
て
は
必
須
と
な

る
駐
車
場
が
常
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
は
事
業
者
の
考
え

方
な
ど
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

た
め
、
行
政
施
策
だ
け
で
は
空
き

店
舗
の
解
消
対
策
に
は
至
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
業
者
の
実

態
に
即
し
た
制
度
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
小
学
校
３
校
、
中

学
校
１
校
で
移
動
に
支
障
の
あ
る

児
童
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

本
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
建
て

か
え
等
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
県
内　

市
で
障

１９

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
い
る
学

校
の
う
ち
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
学
校
が
あ
る
の
は

　

市
、
昇
降
機
や
昇
降
車
の
み
設

１３置
さ
れ
て
い
る
の
は
本
市
を
含
め

て
４
市
で
す
。
県
内
の
状
況
や
学

校
が
災
害
時
の
避
難
所
に
な
る
こ

と
等
か
ら
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
の
優
先
順
位
は
高
ま
る
も
の
と

考
え
ま
す
。
拠
点
校
の
考
え
方
も

含
め
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

川
崎
市
は
設
置
理
由
の
一
つ
に
、

自
力
で
安
全
に
移
動
す
る
こ
と
で

自
立
心
の
向
上
等
を
図
る
と
し
、

文
部
科
学
省
の
資
料
に
は
合
理
的

配
慮
の
決
定
に
当
た
っ
て
の
基
本

的
考
え
と
し
て
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
教
育
が
必
要
と
あ
り
ま
す
。

移
動
フ
リ
ー
の
環
境
が
児
童
生
徒

に
心
理
的
負
担
を
生
じ
さ
せ
な
い

と
考
え
ま
す
。
心
の
影
響
に
対
す

る
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
に
つ
い
て
は
、多
額
の
費
用
、

地
域
の
拠
点
、
災
害
時
の
使
用
等

さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
心
理
的
な
フ
ォ
ロ

ー
に
つ
い
て
は
、
担
任
が
よ
き
理

解
者
に
な
り
家
庭
と
連
携
し
、
児

童
生
徒
に
寄
り
添
う
こ
と
が
心
の

安
定
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

２
０
１
６
年　

月
に
、
義
務
教

１２

育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に

相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等

に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
、
地
方

公
共
団
体
に
は
夜
間
中
学
な
ど
の

設
置
を
含
む
就
学
機
会
の
提
供
等
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
機
会

確
保
法
の
基
本
指
針
で
は
、「
夜
間

中
学
等
に
お
け
る
多
様
な
生
徒
の

受
け
入
れ
」
と
し
て
、
戦
後
の
混

乱
期
の
中
で
事
情
に
よ
り
義
務
教

育
未
修
了
の
者
、
本
国
に
お
い
て

義
務
教
育
を
修
了
し
て
い
な
い
外

国
籍
の
者
、
不
登
校
や
病
気
な
ど

の
事
情
か
ら
実
質
的
に
十
分
な
教

育
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
卒
業
し

た
者
で
、
中
学
校
等
で
学
び
直
す

こ
と
を
希
望
す
る
者
に
つ
い
て
、

夜
間
中
学
等
で
受
け
入
れ
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

近
隣
の
相
模
原
市
で
は
夜
間
中
学

設
置
の
動
き
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。「
学
び
た
い
」
と
い

う
市
民
の
声
に
応
え
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
夜
間
中
学
設
置
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

県
主
催
の
中
学
校
夜

間
学
級
の
設
置
に
向
け
た
検
討
協

議
会
や
連
絡
協
議
会
の
中
で
、
通

学
希
望
者
が
通
う
こ
と
が
で
き
る

広
域
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
方
向
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

相
模
原
市
が
候
補
と
し
て
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
し
ば
ら
く

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

加
藤　

陽
子 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

肢
体
に
支
障
の
あ
る
児
童
生
徒
の

移
動
フ
リ
ー
を

　

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

「
学
び
た
い
」
の
声
に
応
え
を

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

教
育
行
政
の
目
的
と
は
何
か
？

教
育
長
の
所
見
を
問
う

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

キ
ャ
ン
プ
座
間
の
変
容

基
地
機
能
強
化
で
は
な
い
の
か

　

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

商
業
振
興
に
つ
い
て

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
よ
る

業
務
の
効
率
化
に
つ
い
て
問
う

本本
会会
議議
のの
概概
要要


